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道路建設事業の再評価項目調書

事 業 名 一般国道２号 下 関拡幅 事 業 主 体 中国地方整備局
しものせき

所 在 地 山口県下 関市一の宮～下 関市椋野
しものせき いちのみや しものせき む く の

事 業 概 要 一般国道２号は、大阪市を起点とし、瀬戸内海沿岸の諸都市を連絡し、北九州市に

至る延長約６８０kmの主要幹線道路である。

下関拡幅は、下関市一の宮地区及び椋野地区における交通混雑の緩和及び交通安全

の確保を目的として計画された延長２．７kmの道路である。

事 業 着 手 昭和５０年度

総 事 業 費 約１９０億円 既 投 資 額 平成１４年度末まで

約１３１億円（進捗率６９％）

再 ①事業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化

評 の必要 沿道への複数の流通関連施設の立地などによる交通量の増大により、慢性的な交通

価 性に関 混雑が生じている。

の する視 Ｓ４６．６月 下関商業団地 完成

視 点 Ｓ５２．７月 下関中央卸売市場 完成

点 Ｓ６３．３月 新下関卸団地 完成

イ)費用便益分析

道路事業に要する費用 道路整備による効果

・総費用 ①走行時間

評価対象期間内 短縮便益 １９２億円

＝整備期間＋40年 ②走行経費

減少便益 １４億円

総事業費 190億円 ③交通事故

部分供用に要した事業費 131億円 減少便益 ９億円

残区間整備に必要な事業費 59億円

⇒現在価値換算事業費 46億円 ・総便益

①＋②＋③＝ ２１５億円(Ｂ)

①事業費 ４６億円

②維持管理費 １１億円

総費用①＋②＝ ５７億円(Ｃ)

費用便益分析の結果 Ｂ／Ｃ＝３．７

「費用便益分析マニュアル(案)による」

（ ）H10.6.26 付け建設省道経発第14号通達
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事 業 名 一般国道２号 下 関拡幅 事 業 主 体 中国地方整備局
しものせき

再 ①事業 ウ)事業の効果

評 の必要 物流効率化の支援・・・特定重要港湾下関港へのアクセスが改善

価 性に関 中心市街地の活性化・・・中心市街地へ至る現道の混雑度の改善

の する視 都市圏の交通円滑化の推進・・・主要渋滞ポイントの渋滞が緩和

視 点

点 エ)事業の進捗状況

１．主な経緯

昭和５０年３月 都市計画決定

昭和５０年度 事業着手

昭和５１年度 用地買収着手

昭和５９年度 工事着手

平成 ４年度 山の谷交差点～椋野交差点間供用

Ｌ＝８００ｍ（平面部４／４車線）

平成１０年度 事業再評価

平成１５年５月 椋野交差点立体化供用

２．事業の進捗状況

○工事の進捗状況

再評価時の工事進捗率は、約４５％であったが、段階的な整備を図り、

平成１５年５月までに椋野交差点の立体化を行ったところである。

また、平成１４年度末までの進捗率は約５７％である。

○用地補償の状況

再評価時の用地進捗率は、約９６％であったが、用地買収を促進し、平成

１３年度までに用地買収を完了したところである。
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事 業 名 一般国道２号 下 関拡幅 事 業 主 体 中国地方整備局
しものせき

再 ②事業 ・用地の進捗見込み

評 進捗の 平成１３年度までに用地買収を完了している。

価 見込み

の ・工事の進捗見込み

視 現在、山の谷交差点立体化に向けた関係機関協議を行っているところであり、平成

点 １６年度より工事に着手する予定である。

③コス ・ＰＣ床版の採用など新技術の積極的な活用により工期短縮が図られ、供用効果の早

ト縮減 期出現を促進した。

や代替 ・建設副産物の発生抑制（建設残土の現場内流用）や再生材（再生骨材等）利用等に

案の可 よりコスト縮減に努めている。

、 ， 、 。能性 ・また ① ②の観点による再評価から 代替案を検討する必要がないと考えている

今後の対応 ・事業継続

方針 平成１８年度の山の谷交差点の立体化を目指し事業を推進する。
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一般国道２号　下関拡幅一般国道２号　下関拡幅
し も の せ き か く ふ くし も の せ き か く ふ く

事業再評価事業再評価

平成１５年１１月

国土交通省　中国地方整備局

平成１５年１１月

国土交通省　中国地方整備局
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（自）下関市一の宮

（至）下関市椋野

　　・計画延長：L＝２.７km
　　・幅　　　員：３５ｍ
　　・道路区分：第３種１級
　　・設計速度：V＝８０km
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関
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■　標準断面図
　　(平面構造：4車線　高架構造：2車線)

事業の概要

む く の

しものせき い ち みや

W＝11.0　

1.25 1.253.5 3.51.5
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現道の状況

●交通量の推移●交通量の推移

○山の谷交差点から椋野交差点間では、５６，５００台/日の交通が利用。

○当該地区は、慢性的な交通混雑が発生。

○さらに沿線の流通施設からの出入り交通により、山の谷交差点での渋滞に拍車
　を掛けている。

資料：道路交通センサス
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主要渋滞ポイント

最大渋滞長
（交差点通過時間）

1000m（7分）

350m（7分）

●渋滞状況●渋滞状況

650m（13分）

○椋野交差点では、椋野ランプ橋により、国道２号（下り：北九州方向）の渋滞（最大渋滞 500m）
　 が解消。ただし上り方向で関門トンネル→広島方向の交通と、下関港線→下関長門線方向の
　 交通が交錯し、処理能力の低下，安全性の低下を招いている。

○山の谷交差点では依然として著しい渋滞（最大 1000m）が発生し、周辺住民の生活にも多大

な影響を及ぼしている。

国道２号(椋野側)より
山の谷交差点方向

関門トンネルより

椋野ランプ橋

下関港線より

関門トンネルからの交通と下関港線からの交通が交錯している。

関門トンネルより
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整備効果

●連絡時間の短縮●連絡時間の短縮 ●地域産業の活性化を支援●地域産業の活性化を支援

下関ＩＣ～下関港（長府地区）間で
最大約１７分(３１分→１４分)短縮

沿線に立地する卸売市場、商業団地、
運送会社等の機能向上を支援

＜供用前＞

下関ＩＣ
下関港
（長府地区）

３１分

＜供用後＞

下関ＩＣ
下関港
（長府地区）

１４分




